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レーザー融解K-Ar 法による極微量年代測定法のための単粒子分析の試み（第２報）
Development of un-irradiated and un-spiked laser fusion K-Ar dating for single grain
minerals (2nd report)
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これまで K-Ar 系の局所年代測定法として、レーザー融解 K-Ar 年代測定を試み、その可能性を示してきた [1, 2]。たと
えば、鉄を主成分とする鉱物では、中性子照射によって強く放射化されるため、多量の試料の扱いが困難となり、Ar-Ar
年代測定は必ずしも適さない [3]。一方、カリウム含有率 0.1%程度の鉱物単粒子に対して K-Ar 法の適用が可能となれば、
熱水性鉱物などへの応用が広がることが期待できる。このため、科学研究費補助金新学術領域「海底下の大河」におけ
る計画研究の一環として、海洋研究開発機構設置の希ガス質量分析装置 GVI5400Heにレーザー融解装置を導入した。

　含有率 0.1%程度の試料に対して精度良く年代測定を行うほどのカリウム定量は、EPMA分析では困難な場合がある
ため、単離した鉱物一粒一粒について重量を測定、レーザーで加熱融解しアルゴンの定量を行った後、融解した鉱物粒を
回収して低ブランクカリウム分析でカリウムを測定する方法をとっている。この方法では、アルゴン、カリウムそれぞ
れの回収が不完全であると、年代値確度・精度を損なうので、今回、年代既知の標準試料として用いられているSORI93
Biotite[4]を用いて、レーザー照射および、カリウム定量条件を検討した。

　これまでのところ、SORI-93に報告されている 92.6Maの年代に対して、15%以上古い年代値が標本標準偏差で 10%以
上のばらつきで得られているので、原因について検討中である。
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